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	応用
	抗原情報
	背景
	FBLN5：フィブリン5。このタンパク質は、Arg-Gly-Asp（RGD）モチーフとカルシウム結合性EGF様ドメインを含む分泌型細胞外マトリックスタンパク質です。インテグリンとRGDモチーフとの相互作用を介して、内皮細胞の接着を促進します。発達期の動脈では顕著に発現しますが、成体血管ではそれほど発現しません。しかし、バルーン損傷血管やアテローム性動脈硬化病変、特に内膜血管平滑筋細胞と内皮細胞では、その発現が再誘導されます。したがって、この遺伝子によってコードされるタンパク質は、血管の発達とリモデリングにおいて役割を果たしている可能性があります。
	研究分野
	-
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	パラフィン包埋ヒト大腸がん（左）および乳がん（右）の免疫組織化学分析。FBLN5 マウス mAb を使用した DAB 染色による細胞質局在を示しています。

